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論 文 審 査 結 果 の 要 旨  
本研究は早産児の子宮内胎児発育遅延児（IUGR）に見られる血小板減   
少について検討した研究である．生後，血小板数15万／山未満を呈したA   
群では，それ以外のB群に比較し，有意な体重減少・頭囲の減少・UA・pH   
とUA・PO2の低下，UA・PCO2の上昇を認めた・これらの結呆から早産  
IUGRにおける血′ト板減少は出生時体重と関係し，その背景として慢性的   
な低酸素環境が考えられ，血小板数は子宮内の慢性的低酸素血症のパラメ   
ーターなることを指摘した．  
よって，本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める・  
審査概要：   
cesarean＄eCti。nの綴りの間違い，IUGRの略号の間違い，妊娠高血圧症   
候群の診断基準はどこの国のものを用いたかの記載がないことを指摘し，   
これらの修正・追加を条件に合格とした．  
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